
ゆたかな森と美しい清流に恵まれた高知県。

私たちの生命や暮らしに欠かせない「森と水のめぐみ」を守り、

次の世代に受け継ぐため、たくさんの人がさまざまな活動に取り

組んでいます。

「森と水の守り人たち」とその活動にエールを送る人たちが集い、

語り合い、交流することを通じて、森林や流域の環境への理解を

深め、課題と向き合い、地域の森と川の「これから」を考える機

会とします。

09:30 - 16:2013:00 - 16:40

事例発表＆基調講演

取組発表＆クロストーク

主催：高知県
後援：四万十川総合保全機構、仁淀川流域交流会議、仁淀川清流保全推進協議会、
　　　高知市、物部川流域ふるさと交流推進協議会、物部川清流保全推進協議会

こうち男女共同参画センター「ソーレ」

令和 8年
2月20日（金）・21日（土）

20日
　　Fri.

21日
　　Sat.

第一部

第二部

現状を知り、先進事例から学ぶ！

連携と協働に向けて交流しよう。

期間中常時展示

基調講演

「地域における自然資本管理のための協
働のプロセスとデザイン」
徳島大学大学院社会産業理工学部研究部教授
高知県四万十川流域保全振興委員会会長　鎌田　磨人　氏

参加無料

〜
流
域
の
明
日
の
た
め
に
〜

どなたでもご参加いただけます！

3F 大会議室ほか

活動発表ポスター展
あわせて開催！

想いを伝え、エールを送ろう。
出展ポスター募集中 1/13 まで！

本事業は
高知県の森林環境税を
活用しています。

オンライン配信予定
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https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/kendoseibi/kasenkoan/338580.html
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HP https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/kendoseibi/kasenkoan/338580.html
facebook https://www.facebook.com/ShigaRiverForum

YouTube https://www.youtube.com/live/3iClfT2PSsQ

HP YouTube
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林業を核に、異業種、異分野とのコラ
ボレーションを積極的に仕掛け、これ
までにない働き方や価値を創出して
いきます。
境界を超える挑戦こそが、林業の未来
を切り拓くと私たちは信じています。
この挑戦は、“みんなが加わる林業” へ
の一歩です。

戦後植えられた木々が伐採期を迎える中、植え直されないまま
放置された山が全国で増え続けています。
森林は、本来、世代を超えて育まれるべき地域の財産であり、
未来への贈り物です。
私たちは、そうして山々に再び木を植え、手をかけ、命をつなぎ、
次の世代に豊かな森林を残す取り組みを続けています。
それは、人と森林が再びつながり、地域の暮らしと自然が調和
する未来を築くための一歩です。

誰もが森林と関わり、恩恵を受けながら暮らせる
未来へ。
森林と人との距離が縮まり、自然とのつながりが
日常に息づく社会を目指します。
森林が特別な場所ではなく、生活のなかで当たり
前に感じられる存在となり、都市に暮らす人も、
地方に住む人も、それぞれの形で森林とつながる。
そんな未来の風景を、私たちは描き続けています。

オフィシャルweb インスタ オンラインショップ インスタ
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NBSと共に向き合う地域環境の未来
株式会社佐竹ファーム　佐竹　孝太

４０年続く生姜農家、しかしー
・四万十川のほとりで、川の水を引いて育てる生姜
・土壌の消毒、農薬散布をしながらの栽培
　→・散布時に呼吸マスクをしても、目の痛みや
  　　呼吸困難になるほど咳き込んでしまうことも...
　　・四万十川を汚してしまっているのではないか...

　「現在の栽培方法とは違うアプローチ、技術が必要」

湿地をつくる、という選択

��aのショウガ圃場内に2aの湿地帯を造成
圃場から出る農業排水を一旦湿地帯に
引き込み、植物やバクテリアや自然素材の
構造物によって、段階的に浄化される
仕組みを創り出す

POINT！

圃場から湿地まで
約3％の勾配をつけた
深さは約30㎝
最後は砂利層に

湿地はどうなったか？

3/28：少雨で濁水が溜まる 4/12～13：2日間の少雨、濁水が溜まる 5/24：激しい雨で満水に、四万十川へ溢れる

現状・課題
・水生植物が少なく、降雨時に水が濁ってしまう
・少雨では砂利層の湿地が浸透層として機能して
  いるが、大雨等の急激な雨量には対応できていない

改善への動き
・水生植物の採取、種子の散布で対応
・湿地維持のため断続的に取水し、水の循環を創出
 ↑自身が行う水稲栽培の排水を活用するよう検討

地域の声

「いい取り組みで
　　　頑張ってるね！」

「子どもたちにきれいな
　　　四万十川を残したい」

「一緒に川を守っていこう！」

環境循環の取り組みの価値を、生姜の価値へ

商品価値に載せることで、資金調達につなげる
→持続的な取り組みへ

29



E AAE EAAE EAA E E

30



31



32



33



34



35



36



( 1.5km )

  

 ( 11 )

 

 
3

 
  1 92

50
1

37



EA AE EA AE EAA E E AAE E

38



39



EAAE EA AE EA AE EA AE EA AE E

40



41



EA AE EA AE E

42



43



http://mizukan.or.jp/kawanohi 
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http://mizukan.or.jp/kawanohi
E-mail: kawanohi-2006@mizukan.or.jp

TEL 03-3408-2466 FAX:03-5772-1608
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川や水辺の名称
所在地
所属団体名

四万十川（渡川　水系）
四万十川流域

公益財団法人　四万十川財団

事業名・テーマ

森に親しむ・川側からみた森づくり・伏流水の贈り物

事務局長　神田

スタッフ羽方

スタッフ中平

神田

うーん。畑に親しむ人って多
いけど、森に親しむ人って林
業やってるとか、そういう限
られた人になってるような気
がするんだよなぁ。まずは裾
野を拡げる事が大切じゃない
かなぁ。

私は
苔テラリウムとか
ハーバリウムを
やってみたいな！

なるほど！まずは森で
楽しく過ごして、森に
親しむ人が増えるよう
な企画を考えてみま
す！

川を見守る

生き物を見守る

人を見守る

RiverMaster

・山の保水力を高め、山そのものをダムにしたい。
・スギ・ヒノキの植林の間に 1割以上クヌギを植えてほしい。
・ドングリが鳥や獣のエサになる。植林の邪魔にはならない。
・作業道をつけると山肌が削れて、川を汚す。土砂の流れない作業道
を試行錯誤して欲しい。
・植林と広葉樹のバランスが大切。
・木を伐って川の水を増やしませんか？

リバマスさんとの対話

キーワードは
「保水力」「広葉樹」「作業道」

森づくり
for  Simanto River

森づくりfor四万十川　～伏流水の贈り物～ こんなこともやってます！
キコリの出前授業

ともやってます！
リの出前授業

　　　末口 長さ ㎥単価 1本単価
元  玉 31㎝ 3ｍ 21,500円 6,198円
2番玉 30㎝ 3ｍ 21,500円 5,805円
3番玉 28㎝ 4ｍ 21,500円 6,742円
4番玉 24㎝ 6ｍ 30,000円
5番玉 20㎝ 4ｍ 21,500円 3,440円

この 80 年生のヒ
ノキがいくらに
なると思います
か？

材積の出し方…末口直径×末口直径×長さ
1本あたりの価格…材積×㎥単価 

スタッフ中平
キコリ 9年目

ノコギリ体験

チェーンソー体験

林業の道具紹介

ロープワーク体験
林内作業車体験

伐倒造材体験

〝四万十川を守
る森づくり” っ
てどんな感じな
んですかねぇ？

10,368円

合計32,553円

〝四万十川を守
る森づくり” っ
てどんな感じな
んですかねぇ？
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』
＂ g圃『lil:、子どもたちにとって単怠る道ぴではな〈、学ぴの蛋需が占叫，だんtこ入っています．白

書Eむ晶れあ4ながら、五感を使って観療し、害え、創造し、仲間と協力することが、子どもたちにとっての質量
怠体麟と怠ります．規代祉舎でI車、デジタル化が進んでいるー方で、自由Eと箆する樋舎が減少しています．
ネイテャーゲームはその盲点を補足し、子どもたちに白書Eの大切さを伝える農園らしい手段です．当舎でも
子どもたちの健やが怠Iii!!置のために、ネイチャーゲームを耳目り入れた4・��活闘を待っています．
写翼のように、織にはクリ鎗いや織の多織径をテーマにしたイベント、・先にはシイタケのllll.と・の＂＂の
力持ちで怠る分傷者の彼割怠どをテーマにしたイベントを開催しています．イベントに’B目した子どもたち
からは『学織でほ冒わないことを学べてよかった』『寧に帰って令自の体厩を窓穫に隠したい』「山の申で勤
き固ることが棄しかったJといった感想や、保聾者からは『身近に自然を休載できる燭掃があるのl孟ありが
たい』『普段は友達ともゲーム栂で盛.r.；：とが多いが、自然の申で.しんでいる複を男れてうれしかった』『
保直者自身も鯵加して楽し曲、た』といて2た感想が聞かれました．
これ由ちも、自然の不思議や仕組みへの鍵づき、自分も自然のー却であるというー体感の薗威、共生心を
槽う活訟を贋闘していきたb也思います．

のいち冒障の蘇については
左側のQRコードから
ご確認ください

香
長
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イ
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ャ
l
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l

ム
の
会

～自然も，bも豊かに～

2
月
5
3
月

襲撃

屋璽
画通型

地
櫨輔
・置
を
育
む

子
ど
も
ま
ん
な
か

社
舎
の
実
現

：翠�

圃置
・4 ・のいち冒院の.に闘する
a’て �問い合わせ先

雷南市旭婦支鑓眼
TEL:0887・57・8503
E哨田il:chiiki@city.kochi·k町田n』g.jp

香
南
市

11 
月

12 
月E・

E重量
山の下車XUり
｛主2施工前・下：Jj工衝1

手入れのできていない燭
所でI草木や．が患い浅り
木自悼の縛つ保水力が
減少しています．含わせ
てIll甚化する大商により
上記の写真のように根か
らの崩情'II，寄生していま
す．

整備制注じめたのI孟平虚10隼か悶．当時 市町贋1こ賛同を得、コ‘pコ、p手を入制叫め、
.唱 s隼に膿民－－加の予算づ〈りモデ，』事叢を豆け、－•院に盤舗が進み、昨年斯たなフィー』wアスレチッ
ヲや.内宮板、QRコード付き倒木頓怠どが加わり、願っていた身近怠且山モデルに近づきつつおります．
2mを留すウラジロシダや鑑木、．京、�書物を寄せ付け怠1,\11のうつ奮としたa•林が、継続的怠・理作
績が貨を結び、舎ではタモも甲虫も島たちも腐り、モグラの湿った鵬が霊るl'liに見廻けられる!I:物多徴性
豊かな瓢へと蜜観してきました．
整備当初からタリをはじII)とす割ζングリの仲間を費したり、キンカンやカキ、ピワ怠ど賓の成る木や新た�
Fン夕、Jの仲間を植えたりし訟がら、毎年首のようなやぷ状憩に怠ら怠いよう里山の鍾持嘗理に努めてきま
した．
しかし窃がら、この四半世紀の聞にはいるいるありました．
詰物園闘圃記愈に緬えられていたアカマツlil:積りわずか2恵、鍾近はカシノナガキクイhシという害虫が、
わる吉をしはじめ、昨年lil:犬木だったコナラを止むな〈伐銀しました．また、通鹿に豊島していた木々が感長し
賓が嘗ち着いてきた一方で‘ツツジ怠どの笹木類が鳳慮不足で絡れはじめ、間引き伐鋸も必要に怠ってき
ました．
これからも白銀との占寸喝い、共隼心を.う身近�－山としての・値を高める循力をして行こうと思います．

先目イベント箪備にシイの.を鎗い訟がら感じたことは、“とうとう
自然の恵みを利用する文化がii切れたか？”です．そのうちタJも
鎗わ怠〈怠るのか怠？いやいや、来年3月にlil:シイのE障を煎って鴎
わってもらおう．

＼ 自然と占‘れあえる身近な里山｛居渇所｝を目指して動き肱じめた
＼活動が纏最されることを祈っていますI

〆常石おんちゃんのつぶやき

歯画面

文＊や墾木は圃の膨．
を痩けやす〈、倒木が発
生した掴含儲速やかに小
切って、よちめ処理を行
い、剥活用できるものは
支柱等に再利用していま
す．

風倒木の処理
(.I:：処理前・τ：処理鱒｝

のいち冒険の森のご紹介
のいち冒醸の蘇は木製のフィー）I,/・？スレチックおどが整備された公・
で、調血縁の子どもたちの環鏡学習の一助を担っています．
また、睡でも自由に.の中を徴集することができ、ウォーキングルートや
鎗緩の盤いの燭として織しまれ匂，官す．
ぜひー鹿『のいち冒慣の.』へ患をお温ぴ〈だ古い．

圃圃由圃 ・ご温絡先
田区・銅 醤贋ネイチャーゲ－1.,.のS.’－昌 代禽者名僧萄鴎
画面LW� TEL:090-4マ84号707
......... � ... �• E·ma,1: mori_kawa...tune@yahoo.co.jp 

量豊

竹の伐篠処理
【土：箇工鋪・1'：描工後｝

If.だ温も年肢が鐘温する 竹I孟篇殖力が非常に誼〈
ことで店食し.す． 温.調・してい〈必.が
のいち園田島の疎では人と あります．
自然をつなげる燭として 伐操舗の竹はチVプ状に
珊篇学冒を行っており、紛砕し＂＂尊の篇殖陥止
諸事情により伐採したコ封筒として量産昆周辺に叡
ナラもシイタケのほだ木 き再利用しています．
に活用しています．

層調司
F司馬守�ヨ悶

Iまだ渇の嘗理
(..t::li工前・τz晦工創

4 
月の

い
ち
冒
院
の
蒜

周
辺
の
季
節
ご
と

の
お
楽
し
み
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とくしま吉野川流域で、みんなで行う川づくり文化の構築！
川遊びから川づくりへ！

遊べる・暮らせる川をつくる!遊べる・暮らせる川をつくる!GoalOur 

川遊び活動を始めて15年間、毎年のべ３,000人の方に川遊びの場
を提供し、多くの川仲間ができました。そして、そんな川好き達と「もっ
と遊べる川へ。安全に住み続けられる地域へ」という想いから「川
づくり」活動を始めました。遊びで川を好きになり、その仲間と川
づくりを行うことで、いつまでも「愉快で」そして「安全に」暮らし
続けられる地域・文化づくりを目指しています。

川塾の想い

川づくり活動
1

2

3

仲間づくり

みんなで川づくり

河川の生態系改善

吉野川流域ツアー／川づくりフェス

産官学民も連携

小さな自然再生／魚類調査

流域で育った子の“いま”

  子 どもの頃に、徳島の川で
毎週末アウトドアやキャンプ
をしていました。大事な思い出
の川を、もっと豊かに面白い場所
にして、次の世代の子どもたちにも
楽しんで欲しいという気持ちで、川づくり
に参加しています。鮎喰川にバーブを作った後、次に見たときにたくさん
のテナガエビや稚魚が暮らしていたのを見て、やってよかったなという気
持ちになりました。

子

恩返しのような思い

岡村潮 (23)

自分が自分として
生きていける居場所

大橋夏菜子 (28)

#流域治水　#生物多様性　#気候変動　
#ネイチャーポジティブ　#ウェルビーイング

豊かな川
遊びたくなる

暮らしたくなる川へ
遊びたくなる

暮らしたくなる川へ

豊かな川暮らし暮らし

川づくり
川好きの手で
川をもっと面白く
川好きの手で
川をもっと面白く

川遊び 川づくり川遊び
川で遊んで
川を好きになる
川で遊んで
川を好きになる

いまいま

 小 学４年生から現在にかけて、約15年川に関わり続けてきましたが
子供だけじゃなく、色んな生き方をしてきた大人と関わることがで
きました。そんな大人と川との関わりは、まさに唯一無二であり
これまでの人生で得難いものでした。自分を自分
たらしめるこの居場所を、これからの世代
にも伝えていきたいです。

小

むかしむかし
いまいま

むかしむかし

人々が川沿いに
暮らし続ける
人々が川沿いに
暮らし続ける

特定非営利活動法人 川塾 〒779-3101 徳島市国府町佐野塚字出口5‒7
☎080-6385-4200      info@kawajyuku.com

この活動は2025年度独立行政法人
環境再生保全機構地球環境基金
の助成金を受けて行っています。
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